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現代女性の女性性に関する一考察

久 保 陽 子

【要 旨】

近年、「心」 の教育の必要性が叫ばれるようになっているが、それに伴って教師や親への期待 も高

ま り、 ときにはそれがス トレスになることもあるように思われる。と りわけ、心理的問題 をおこす

子供の母親がそう したス トレスにさらされる時、 自己の生 き方や女性性について考 え直す こともし

ば しば生 じている。本稿ではそういった現代社会 に生 きる女性 に注目し、その心理的な問題 として

の女性性 について取 り上げた。 ここでは、夢や神話を用いて女性性 について考察 している3人 のユ

ング派の心理療法家の見解をと りあげ、そこか ら浮かび上がって くる現代女性の心理的問題につい

てまとめた。3者 に共通 して認め られ ることは、現代 の女性達が、自らの内なる女性性 とのつなが

りを喪失 しているということであった。そ してその失 われた女性性 は死、汚臓 とい った性質 と同時

に、聖なるもの、宗教的な もので もあ ると考え られた。 また、 このような現代 女性の もつ女性性の

特徴は、父権制 に彩 られた社会の発展 と深 く関連 している ことが示 された。それらをふまえて現代

女性の女性性 について新 しい視点が示唆 されることが期待された。

1.は じめ に

近年、青少年の犯罪や蔓延化 した不登校、校内暴力 といった教育的側面か ら、社会の 「心」

への関心が拡がってきた。それらに伴い、その母親像 といった ものがネガテ ィブに捉 えられ

がちであるように思 う。現在では公立の小 ・中学校 にも一部スクールカウンセラーが派遣 さ

れている。筆者 も臨床心理士 としてそこに関わっているが、子供達の問題のために多 くの母

親達が相談 に訪れている。彼女達は、母親とい う役割を背負い、その役割 を通 して、または

それを越えて、個 としての女性 という、より根源的、宗教的なところにまで追いつめ られて

いる感がある。 しか し、 このことによって自己に無 自覚で日常生活 に埋没 した母親 としての

生 き方が、その人が本来 もっているひとりの女性、ひとりの人間としてのあ り方 に開かれる

契機になるとも捉えられる。そういった女性達にいま、なにが起 こっているのかということ

は壮大なテーマであるが、本稿では特に、女性の内面にある 「女性性」 に注目して考えてみ

ようと思 う。

ひと口に 「男性性 ・女性性」 というが、その定義 は多次元的であ り容易 に定義することは

難 しい(河 合,1986)。 社会学や人類学などの分野では、これまでに生得的な性別(sex)と 社

会環境の中で 自覚 された性別(gender)と が区別 して考 えられてお り(Mead,M(1961)、

Money,JandTucker,P(1979)な ど)、生理学的な性差が必ず しも絶対的な男性性、女性性 を規

定 しないということがいわれて久 しいが、ここでは特に臨床心理学的な観点から考えてみた

いo

心理学的に男性性、女性性 については2通 りの考え方がある(山 口,1986)。 まず第一は、

男性性、女性性 を相反するものとする考え方である。 これは現実の男性 と女性の性格や行動
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を統計的に比較 し、女性に多 くみられるものを女性性、男性 に多 くみられるものを男性性 と

する考え方である。つまり、この考 え方でい くと女性性の高い場合は男性性が低いことにな

り、女性性が低いと男性性が高 くな り、ここでは男性性 と女性性が一次元 で表 されることに

なる。一方第二の考 え方は、男性性 と女性性が両立するというものである。す なわち、女性

性 をただ女性のみに存在するもの とせずに、女性性 も男性性 もその存在の中にあるひとつの

原理であるとする考 え方がある。これはJungが 「人間は本来的に両性具有的存在である」 と

みなし㍉男性の中の女性的性格特性 をアニマ、女性の中の男性的性格特性 をアニムスと概念

化 したように、人間には生物学的性別とは無関係に、心理的に男性的なものと女性的なもの

が ともに存在するという考え方である。本稿であつかう女性性は後者の女性性である。つま

り、女性のもつ女性性、または女性の中にある特に女性的なもの、について取 り上げ、考察

することになる。

もう一点、女性性 を考えるときに混乱する概念が母性である。 この点についてフェ ミニス

トである青木(1986)は 「現代」 を捉え直すため には 「母性原理」 と 「女性原理」をはっき

り区分けしたい と主張 しているが、これに対 して河合(1986)は 「女性 というのは男性 に対

していい、父性 ・母性 というときには子供に対 していってお り、実際にはいろいろな概念の

使い方がなされているが、いずれも象徴的に考えると同様である」 と述べている。また、山

口(1986)は ユ ング派の分析家3人(Neuman,Ulanov,Guggenbuh1)の 提言す る女性性の諸

側面をまとめているが、その中にはいずれも母性が大きく位置づけられている。これらのこ

とから考えると女性性 と母性 はい くらか差異のある概念であ り、母性 というものは女性性の

一つの属性 といえ、 しかもそれは女性性においてもっとも顕著で、とらえられやすい もので

ある(山 口,1986)と 考えられるであろう。つま り、母性は女性性 を考 える時に抜 き差 しな

らない大 きな属性であると考 えられる。本稿ではこれらのことをふ まえ、「女性性」 を考 え

ていこうと思う。

2.女 性来談者の臨床心理学的問題

心理療法をもとめてカウンセリングルームや心理相談室などに来談す る女性の中には、自

らの問題で来談する場合と夫や子どもといった家族の問題で来談する場合 に二分される。 し

か し、不登校や暴力 といった自分以外の家族の問題をもって来談 された場合で も、治療者 と

の関係が深まり、治療が進む過程においては、母親自身の問題 に焦点が当たることは避け ら

れない。いずれにしても心理療法では、母親である部分だけの女性性ではとどまらず、より

深いレベルで自らの内なる女性性について考えていくことになるが、 ここではまずそ ういっ

た心理療法の中で、現代 の女性達の問題が どのように現れ、捉 えられているのかとい うこと

について3人 のユ ング派分析家たちの見解を取 り上げてみる。いずれ も現代女性の女性性 に

焦点が当て られてお り、特に心理療法場面で語 られた夢や女性性の成長 を象徴する神話 など

を用いて述べ られている。まず以下に豊田(1995)に よる見解 をまとめ、続 く後節に、西洋

と日本の神話から考察 しているPerera,S.B.(1981)と 横 山(1995)に よる見解をまとめる'。
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2-1女 性の 「スピリチュア リティ」

女性の心理療法家である豊田(1995)は 、別居中の夫 との20年 来の夫婦関係 を見直すこ

とをきっかけ として来談 し、自らの女性性 について深 く考えた中年女性の事例や、若 くて非

常 に知的な女性のみた夢などを取 り上げ、女性性の問題を考察 している。その中で、心理療

法 を受ける女性達に共通 にみ られる問題は、「自信のなさ、自己価値観 の低 さ、拠 り所のな

い空虚感であ り、ひいては存在の希薄さである」 としている。そこではこれらの問題が、現

代 を生 きる女性達が現代社会 という男性的な価値観にのっとって行動 し、どこかで女性 とし

ての本性を裏切って しまうために起 こることが指摘 されている。ここでいう男性的な価値観

とは、「合理的精神 のもとに科学文明の発達 した男性的な枠組みの社会 においての価値観」

である。そして女性達は知 らないうちに男性の期待にそって、あるいは男性からの評価 を求

めて行動 して しまっているために、自分達の足場を不確かなものにして しまっている、 と考

察 されている。そしてそれは女性達がいつのまにか自分自身の気持ちを裏切ることでもあり、

また、自分 を傷つけ、否定する方向に進んで しまうことで もあることか ら、現代の女性達は

いつのまにか心にぽっかりと穴のあいたような空虚感 を感 じることになるという。 さらには

それを埋めるために、ある女性は過食 し食べつづけることで、ある女性 は自分の子供でそれ

を埋めようとするところに現代女性の病理が顕在化するということになるのである。ここで

豊田は、「この女性 の心の中のぽっか りと空いた穴にあるべ きものが、本来女性から女性へ

と伝 えられてい くはずだった もの、女性のスピリチュアリティである」 という。ここでいう

「女性のスピリチュアリテ ィ」 とは、「深い女性の知恵のような ものであ り、合理的な理性を

越えた超越的な知恵」の ことである。また、「自然や宇宙 と感応するようなちか らであって、

すべて対立するものを結 び付 ける、つまり天 と地を結び、心 と身体を結び、生と死 を結 び、

意識と無意識 を結ぶようなものであ り、ファンタジーや想像力の源泉ともなる もの」である。

そして、それはやは りこの文明世界 を成 り立たせてきた長い歴史の中で、いつのまにか女性

達が置 き忘れて きたものであるという。

2-2シ ュ メール神 話 にみ る女性の 「イニ シエー ション」

N.Y.の 女 性分析 家で あるPerera,S.B.は 、 その著書 「DescenttotheGoddes,AWayofhlitianon

forWoman.(訳 題 「女性 の イニ シエ ー シ ョン」)」 の 中で、 男性 本位 の社 会 に うま く適 応 し、

弱 い母 親 を能動 的 に拒否 し、知性 や男 性 的 な精 神 に過剰 に同一化 して しまって い る女性 を

「父 の娘(daughtersofthefather)」 と して捉 えてい る。 そ して、 そ ういった女性達が 、本来 の

根 源的 な女性 性 を回復 す るため に必 要 な 「女 性の イニ シエ ー シ ョン」 を、 シュ メール神 話 に

おけ る 「イナ ンナの冥界 下 り」 の物 語か ら考 察 してい る。 ここで は天 と地 の女神 イナ ンナの

下 降 と回帰が 主題 となってお り、Pereraは この物 語か らイナ ンナが 、内 な る女性 性 を成 熟 さ

せ る プロセス を読 み とってい る。少 し簡単 にではあ るが 、物語 を追 って まとめ る。

この物語 は、理 由 は定 かで はないが、天 地の女神 イナ ンナが地 下の世界 、冥界へ 下降す る

ことを決心 す る ところか ら始 まってい る。 地下 の冥 界 に下 降 したイナ ンナは、冥界 の掟 にそ

って、7つ の 門を くぐり、服 を剥 ぎ取 られ、 むち打 たれ、 最後 には地下 の冥界 の女神 エ レシ
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ユキガルから 「死の目」 を向けられ死んでしまう。そ してその死体は木釘にぶ ら下げられる

のである。その後、イナンナの忠臣であるニンシュブルや知恵と水の神である父、エンキ神

の助 けにより、イナンナは蘇 り、地下の冥界か ら上昇 し、地上へ戻ることになる。 ここまで

が天地の女神イナンナの地下への下降 と地下か らの回帰のプロセスであるが、物語にはさら

に続 く。そこには回帰後のイナンナの姿 と、Pereraが 「イナンナの下降 と回帰が生み出した

ものの象徴」を現 しているとい う女神ゲシュテンアンナが登場する。暗黒地下の冥界か ら蘇

生 したイナンナであったが、彼女は自分の身代 わりを冥界に送 らねばならず、そのために冥

界から悪霊達がついて くることになる。イナンナは身代わ りとして忠誠な町の神々ではなく、

イナンナの身を心配することなく生活を楽しんでいた夫 ドゥムジに 「死の 目」 を向け、冥界

に送 ろうとする。 ドゥムジはイナンナの兄ウ トゥに姿 を蛇に変えてもらい、姉のゲシュティ

ンアンナに助けられるが、ついには悪霊達によって冥界へ連れていかれることとなる。その

後、イナンナは、夫 を失ったことを嘆 き悲 しみ、また、夫の姉 ゲシュテ ィンアンナの弟を思

う気持ちに心動かされ、夫 ドゥムジとその姉ゲシュティンアンナ とに半年ずつ冥界にとどま

るように運命 を与えた、 とい う流れで物語は終わる。

この物語 にみ られるイナンナの下降と回帰 というプロセスからPereraは、「上方 と下方の分

裂 を癒す」モデルを示 しているといい、上方とは 「集合的な理想」であ り、下方は 「女性性

全体のパ ターンに潜む、力強 くて、両極的で、変容的で、変遷 してい く現実」であるとみて

いる。ここではイナンナは天上界、上方に存在するものであ り、エ レシュキガルは冥界、地

下界 に存在 し、下方を象徴するものであろう。この上方を象徴するイナ ンナの下降と回帰 と

いうプロセスか ら、意識的な世界、それをめざす価値観の中で抑圧 されて生きてきたエ レシ

ュキガルは、イナンナの一部分であ り、イナンナがエレシュキガルと出会 うことによってこ

の上方 と下方の分裂が統合 され、真 に女性性の全体性 を取 り戻 してい く過程が見て取れるの

である。

イナンナが冥界への下降を意志するところか らすると、イナンナの天地の女神 として持 っ

ていた本来の性質が、「集合的な理想」 によって彩 られ、つま りは、父権性の道徳や審美的

な規定 によって圧縮 された り、理想化されたりして、本来の具体的で、陽気で、官能的で、

力 に満ちた女王に相応 しい多面性 を持つ女性性が失われている状態であったと思われる。一

方、地下界の女神であるエレシュキガルについては、父権性の意識の外側 にある異質なとこ

ろへ と追放 されたものであるが、追放される前は、天上界で穀物の女神 として存在 していた

ことから考えると、エ レシュキガルは地上にあって成長 してい く穀物 と、地下にあって再び

芽を出すために死んでい く種 という自然界の大いなる循環その ものを象徴 してお り、その力

は破壊だけでなく、変容にも関わるものといえる。上方のイナンナが、地下、下方のエ レシ

ュキガルに出会 うことで、死 にいた り、肉体の腐敗 を体現 して蘇 り、再び上方へ回帰する。

そ して天上界へ回帰 したイナンナは、かつての美 しい処女、無垢な女神ではなく、「死の目」

をもった醜 く、自分本位でもあり、それまでの理想女神 とは違い、万物の変容、命 には犠牲

を払 うことを受け入れた女神へ と変容 している。 さらには夫 を失 った哀 しみを嘆き、涙を流

し、夫 を悼み、深い悲 しみをも引 き受けているのである。 これはイナンナが、「両極性 をも

つ永遠 なる女神エ レシュキガル と接触す ることによって変わ り、影響 を受け」、女性性の全
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体性 を回復 させたのであ り、また 「暗黒の女神の悪魔的な力を求めることで、は じめて娘か

ら、怪物のような父権性の力 に立ち向かえる大人へ と、成長 してい くための強 さ」 を得たも

のと考えられる。上方 に象徴 されたイナンナの下降と回帰から捉えた女性性のイニシエーシ

ョンは以上のプロセスをふむが、Pereraは 、そのイニシエーシ ョンをゲシュティンアンナに

ついても考察 しているので、以下に示す。

Pereraに よればゲシュティンアンナは、「イナンナの下降と回帰が生み出した ものの象徴」

であ り、「イニシエーシ ョンの全過程の結果であ り、体現化」であるという。彼女は自分の

立場 を取 り、自分固有の価値観を保ち、自分の深層に関わるだけでな く、男性性なるものに

も愛情を持って関わることができるモデルであ り、私たちにこのイニシエーション、つまり

天地の女神イナンナと冥界の女神エ レシュキガルに象徴 された根源的な女性性 のエネルギー

パ ターンを、人間としての生 にいかに顕現 し、ひとりの人間としていかにそれ らに関わって

い くかを示すひとつのモデルである、ということになる。このことか ら考えると、天上界の

女神 イナンナが地下の世界から回帰 した後に現れるゲシュティンアンナは、下降と回帰 とい

うイニシエーションを通 して得 られる全体的な女性性 を備えたイナンナの姿で もあるといえ

る。Pereraに よれば、現代女性は、「とにか く意識的になろうとし続 けた、長い歴史があり」、

さらに現代の西洋では、それら父権的超自我が、中世 に制度化 された宗教によって異常に肥

大 し、そういった文化 に 「同一化 していたため、自分 自身の女性性の基盤や個人 としての母

親 を、 しば しば、弱々 しいもの、時代遅れの人 とみなして疎外 して きた」、こういったこと

が結果的に現代女性 をよりどころを持たない、父権性の娘達 を生み出 してしまったといえる。

これらの現代 に生 きる女性達、つまり 「父の娘」達は、父権性の精神的な娘 としてのアイデ

ンティテ ィを犠牲にした上で、超個人的なエネルギーの母胎、女神の精神の内へ と下降する

ことが求められる。そこは地下の、混沌 とした世界であ り、文化的に抑圧されてきた女神

(エレシュキガル)の 側面である。Pereraの こういった主張に対 して河合(1998)は この訳書

の冒頭 にある解説で、Pereraの主張はキリス ト教文化圏 における圧倒的な 「父権的意識」が

前提 としてかかれてお り、社会的に父権性をもちなが らも、心理的に母性優位 であった日本

とでは事情が異なり、その点 に留意する必要があると述べている。 しか し、同時に 「日本に

も割に多 くなって きた 「父の娘」」の存在 もあ り、いずれにしても日本人が 日本の女性性に

ついて考えるのに、有益 なヒン トを与えて くれるだろうと結んでいる。河合の指摘 にあるよ

うに西洋のキリス ト教文化 よりも複雑 な文化形態を持つ我が国では、 より複雑な女性性を育

んできており、それ らは慎重に考 える必要があるだろう。

2-3日 本神話にみる女性の 「変容」

男性の心理療法家である横山(1995)は 、女性性 を主題 とした著書r神 話 のなかの女達

日本社会 と女性性」のなかで、 日本神話の女神たちをいくつかあげて 日本の女性性について

論 じている。中でも太陽の女神アマテラスの考察は興味深 く、ここに取 り上げてみる。

まずアマテラスの誕生以前から取 り上げてみる。アマテラスを生 じさせたイザナギ ・イザナ

ミ2神 は、地上に降 り、まず大八島国 という8つ の島を生み、次に6つ の島を生み、 さらに

海、風、山などの神々を合わせて35柱 を次 々と生んだが、最後に火の神 を生んだためにイ
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ザナミは病み、この世を去 って しまう。それを悲 しんだイザナギは黄泉の国までイザナ ミを

追ってい くのだが、黄泉の国での恐ろ しいイザナ ミの変わり果てた有 り様に恐れをな して逃

げ出す。イザナ ミの追跡から逃れたイザナギが、黄泉の国の喫 ぎを行 う際に左 目から生まれ

たのが女神アマテラスである。アマテラスは、天上の世界である高天原を統治 し、イザナギ

の右 目か ら生まれたツクヨミが夜の世界 を、鼻から生 まれたスサノオが海を統治 した。常識

的に考えると、この三柱 の母親はイザナ ミということになり、スサノオ自身も母親はイザナ

ミであるといっているのだが、横山はこれを象徴的に考え、イザナギが自分の手だけで子供

を生み出 したことを重要視 している。それにはイザナミのむさぼ り喰 う側面、母親の否定的

な側面を拒絶 しつつ、イザナギがひとりで子供 を産んだとい う心理的意味を考 えてのことで

ある。つま り、アマテラス、ツクヨミ、スサノオの3柱 を生んだことか ら考えると、ここで

のイザナギは、男性性 と女性性 を持ち合 わせた存在であるといえるが、イザナミの否定的な

側面 を拒絶 していることをふまえると、男性性、精神性の方がより際だっている存在である

といえるのである。 アマテラスはこのイザナギの左 目か ら生 まれてお り、目は典型的な 「自

我 ・意識」のシンボルと考えられることか らも、アマテラスがこの父親の特徴(男 性性 ・精

神性)を もっとも顕著に体現 していると考えられるのである。つまり、アマテラスはもっぱ

ら大地 ・本能と結びついていたイザナミのイメージと比べると、はるかに天上の世界、即 ち

「精神性」の世界 と結びついていたといえる。この ような性質を持つ アマテラスは心理学的

にいうと 「父にとらわれた娘」、「父の娘」である。このことはスサノオがアマテラスに会い

に高天原に来た際に、アマテラスがスサノオを侵入者 とみなし、自らの男性性 を鼓舞 して武

装 し、スサ ノオの進入に備えた とい うところからもみて とれる。つ まり、この時点でのアマ

テラスは自分の女性的なレベルで弟に対応できず、男性的な対応で身を守る しかなかったの

である。このように男性性 ・精神性 と強 く結びついていたアマテラスだったが、彼女 もまた

スサノオとの誓約(持 ち物 を交換することで子供 をもうけた)の とき、あるいは、機屋に皮

を剥いだ馬 を投げ入れるというスサノオの乱暴な侵入 を受けた ときには、自らの内的な女性

性の問題に直面せ ざるを得な くなった。横山によれば、その後 アマテラスは女性のこころの

「上方部分」 と 「下方部分」の統合 を成 し遂げ、ついには、「父の娘」か ら成熟 した女性へ と

変容 してい く。ここで横山のいう 「上方部分」は 「父の娘」 といわれる意識性、精神性を示

し、「下方部分」 は女性性の大地的な本能的な部分のことである。 ここで取 り上げたいのは、

アマテラスが この ような見事な変容を成 し遂げる際に重要な役割 を担った 「アメノウズメ」

という女性の存在である。アメノウズメは、アマテラスがスサノオの暴力的な行為 に恐れお

ののき、天岩屋戸 という洞窟へこもって しまった時 に、洞窟か らアマテラスを再び外の世界

に出すために、 自らの胸 と性器をさらけ出して狂喜乱舞 した女性である。物語では、・このア

メノウズメの踊 りを周 りに控 えていた神 々が笑い、その楽 しげな笑い声を洞窟にこもってい

たアマテラスが聞き、自分が隠れて皆が悲 しんでいるとばか り思 っていたのに、外では何事

が起 きているのかといぶか しく思い、洞窟から顔を出すのである。これがアマテラスが洞窟

を抜 け出す きっかけとなったのである(川 副,1976)。 スサノオとい う男性性の侵入 に出会い、

深い女性性 に直面 し、洞窟へ退却 したアマテラスであったが、いまやアメノウズメによって

体現 される、真の 自然的存在 としての女性性、横 山のいう女性性 の 「下方部分」 と直面 し、
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これによってアマテラスは成熟 した女性へ と劇的な変容 を遂げることになるのである。心理

学的に見ると、アメノウズメの もつイメージは、「自然に基づいたエロスをも含めた女性的

性質であり」、これはイザナ ミのもっていた醜悪 さで表わされるイメージとつながっている

と考えられている。横山は、イザナ ミの こういった部分を拒絶 したイザナギか ら生 じたアマ

テラスが、女性性の成熟 を遂げる時に、その拒絶 されたイメージと重なる真の女性性 に直面

せざるを得 ない ところは心理学的にも深い意味 を含んでいると指摘 している。

ここでみてきたようにアマテラスの女性性の成熟 に重要な役割を担 ったアメノウズメであ

ったが、本稿では現代女性の心理的問題を念頭に置いていることから、その後のアマテラス

とアメノウズメの関係に注 目してさらにみてい くことにする。アマテラス自身 もアメノウズ

メを高 く評価 してお り、その後のアマテラス神話の大きな柱である天孫降臨の際にも、 もう

一度このアメノウズメの力 を借 りている。この働 きによってアメノウズメは、サルタ(猿 田)

の姓を授かることになる。その後、日本の歴史の初期 において、アメノウズメー族はサルメ

(猿女)と 呼ばれ、特殊な魔術的力を持つ巫女集団として人々と神々とをつなぐ役割 を担っ

ていたという(西 郷,1967)。 しか し、社会が父権性 を強めて行 くに従って、 この一族の巫女

的イメージが大 きく変わ り、衰退 していくことになる。つ まり、大和朝廷の力が強まり、そ

の支配が拡がると同時に、政治力の統制を目論んで、アマテラスをいつ き祭 る斎宮制が しか

れ、猿女は宮廷に召 し上げ られ、鎮魂祭 と大嘗祭に使 える一介の宮廷巫女 に過 ぎな くなって

い くのである。一方、アメノウズメを遠 ざけ、アマテラスに奉仕することになった巫女斎宮

は、処女でなくてはならず、男性 との接触が禁 じられた。 この巫女斎宮のイメージと性器を

露にしたアメノウズメのイメージは対照的で、次第にアマテラスのイメージ自身が処女なる

駆女 ・斎宮 と重なっていき、アメノウズメ的要素が除去 されることになるのである。このよ

うにかつてはアマテラスとともにあ り、シャーマニステ ィックな文化状況では重要な役割 を

示 していたアメノウズメ的性質が、次第に文化の中心か ら周辺へ と、また、上層から下層へ

と追いやられてい く姿が見 えてくる。横山は、このように官僚制度が拡がるにつれ、失われ

て きたアメノウズメ的性質は、 アマテラスが真の女性性を成熟 させるために必須 としたよう

に、内なる女性性の全体性 を成 し遂げるには必要不可欠な要素であると述べている。

2-43者 の共通点

これまでに3人 の心理臨床家が考察する女性性の問題について概観 して きた。これ ら3つ

の見解から浮かび上がって くる現代女性の姿には、い くつかの共通点が挙げられる。まず第

一には、女性性の中に欠落部分がある、という特徴である。豊田はそれをポッカリとあいた

穴、空虚感と表現 し、 この欠落部分にあるべ きものを 「スピリチュアリテ ィ」 といっている。

Pereraと横山が、女性性の変容を象徴す る神話 として取 りあげた女神達 にも同様の特徴がみ

られる。シュメール神話における女神イナンナは、「理由は定かではない」が下降を意志す

る。そ して下降 した世界でイナンナは、自分 とは質の異なる女神エ レシュキガルに出会い、

このエレシュキガル的性質を自らの性質の中に統合するのである。このイニシエーションか

ら考えると、イナンナが下降を意志する段階で、その心理的な女性性は上方 と下方の解離 と

い う限界状態 にあ り、上方を象徴 し、下方を求めるイナンナには下方部分が欠落 していた と
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考えることがで きるであろう。 また日本神話におけるアマテラスの変容についても同様に考

えられる。父 イザナギの左目から生まれたアマテラスは意識的、精神的、男性的な性質が強

調されてお り、その時点でのアマテラスには、アメノウズメ的な性質が欠落 していた と考 え

ることがで きる。また、その後のアマテラス とアメノウズメの関係の変化 にあるように、ア

マテラスの女性性の変容に必須の性質は、アメノウズメ的性質であったにも関わらず、社会

の変化、組織、意識の発達により、次第にアマテラスのイメージからアメノウズメ的性質が

排除 されてい く。アメノウズメー族が社会文化の周辺部、下層部へ と追い込まれ、押 し込め

られていったのと同様に、内なる女性性に必須のアメノウズメ的性質 も心の周辺部、下層部

に押 し込め られていったと考えられる。つまり、内なる女性性においても発達 し統制された

上層部 と、未成熟なままに押 し込め られ、混沌 とし、それゆえに計 り知れないエネルギーが

うごめ く下層部 とが大 きく解離 した状態にあることが、現代女性の女性性の問題の一つであ

ると考えられる。この場合、統制 され、意識された上層部か らすると、下層部は意識されず、

欠落部分 と考えられる。

この欠落部分においてはさらに共通点がみ られる。すなわち、イシュール神話における女

神 イナンナの欠落部分 として考えられた下方部分、つまり冥界の暗黒の女神エ レシュキガル

と日本神話におけるアメノウズメには共通の性質が見いだせる。横山がいうようにアメノウ

ズメには大地的 ・本能的性質があ り、 これはどこか黄泉の国イザナミの性質 と通 じるところ

でもあることから、女性性の欠落部分 を特徴づけるものの一つ として冥界、黄泉の国に表わ

されるもの、死、腐敗、汚稼 といったものがあげられるだろう。また一方で、 この欠落部分

には他の意味あいがあることも考 えてお く必要がある。例 えば、アマテラスを洞 くつの中か

ら再 び外の世界へ引 き出す きっか けとなったアメノウズメの踊 りは、性器 をさらけだ し、

「神がか りになったように踊 り狂 う」のであ り、この神がか りの ダンスはヌミノース的なも

のを想起 させるものである。また、その際にさらけ出 したとい う女性性器は民俗学でいうと、

豊穣性 を生み出すある種の魔術的 な意味やヌ ミノース的な力 とも関連 し(宮 田,1983、 佐

伯,1987)、 それ らは先に挙げた死、腐敗、汚稼 といったものとは反対の もの、つま り聖 なる

もの、神秘的なもの、宗教的なものの特徴 でもある。また、シュメール神話のイナ ンナにお

いても、Pereraは 、下降 した冥界でのプロセス、すなわち、衣服 を剥 ぎ取 られ、屈辱をうけ、

むち打たれ、死に、礫になり、やがて復活するといったことはキリス トの受難の予示 ともと

れるという。そ してそういった受難を体現 したイナンナは 「現代女性の苦悩 と償いを実践で

きる神のイメージを与えて くれる」 と述べ、その宗教性 に触れている。さらに、豊田(1995)

は、女性のスピリチュアリテ ィが働 く場 として心理療法 を挙げ、それを錬金術 と重ねて考察

しているが、その中で 「神秘の妹」「聖なる結婚」に言及 しているのは、このス ピリチュア

リティの もつ聖なる性質を暗に示す ものとも考え られよう。河合(1998)は 「女性のイニシ

エーションにかかわるいろいろな力は、超個人的な性質をもつことを知っていなくてはなら

ない」ことを指摘 しているが、この超個人的な性質こそ、上に挙げた相反する二つの特徴に

共通するものである。

最後に、三者 とも現代女性 に女性性の一部 に欠落部分が生 じて しまうことに、現代社会の

文明化、つまり意識的になり、分断し、すべてをコントロールしようとする父権制、男性原
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理が影響 していると考えているようだ。豊田(1985)は 繰 り返 しになるが、現代女性の心理

的問題は、男性原理による価値観を取 り入れ、本来の女性の価値観に反する適応を身につけ

たためにおこる自己価値観の低下であ り、心の空虚感であるという。横 山(1995)は 神話的

な世界に限 らず、これまでの歴史や未開社会における通過儀礼な どの中では、セクシャリテ

ィや豊穣性の神秘性、宗教性などを教えられることで、少女は心の深いレベルの成熟 をさせ

て きたが、現代社会では、科学が、生理や出産にまつわる多 くの偏見や迷信を取 り除 き、そ

れ と同時 に、女性の心の深いレベルで重要な役割 を果た している自然の神秘性 をも無視 して

きた、と述べている。つまり、日本社会が歴史の中で真 に女性性 を成熟させたアマテラスに、

斎宮のイメージ、男性原理により理想化 された女性イメージを重 ねていったことと並行 して、

日本の 「集合的意識」の中心から、心理学的に重要な存在であるアメノウズメ的性質が排除

されていったことを考察 し、社会の文明化、父権制の発達プロセス と現代女性の女性性の歪

み、偏向が無関係でない ことを指摘 している。また、西洋世界での女性心理療法家である

Pereraに なるとさらに直接的な言及がなされている。つま り、西洋の神話の中でみる.と、女

神達は 「天上界の女神 として持 っていた性質のほとんどは、西洋において脱神聖化されるか、

男性神によってとってかわられるか、あるいはまた、父権制の道徳や審美的な規定によって

過度に圧縮されて しまうか、過度に理想化されてしまうこと」 になり、ついには 「女神がか

つて持っていた力のほとんどは、女性の命 との結 びつ きを失 うこと」 になってしまうことに

なると言 う。そ してこの女神の倭小化に伴って、女性達 は西洋文化の周辺の狭 く制限 された

役割、男性や、社会的地位や子供達に従属するといった役割で生 きてたのであ り、そういっ

た生 き方 においては本来、女性が深 くかかわり合 うべ き聖なるもの との関係をも失 うことに

なったと指摘 している。さらには西洋宗教 に見 られるような父権制の超自我肥大によ り、女

性の生命力や本能の価値が既められ、それが よりどころを持たない、現代の父の娘達 を生み

出 したことを考察 している。つまり彼 らは揃って、男性原理や父権制の発展が女性の女性性

に否定的な影響 をお よぼ した一つの要因であると言う。父権制については、前述 した河合の

指摘にあるように、 日本文化 と西洋文化 との違いを深 く考察する必要がある。 しか し、日本

女性の歴史の中で、かつては出産 という神秘的な力を持 ち、巫女 としてその力 を十分 に発揮

していたけれども、その後の農業の発達、家の成立、村、組織の発展 に伴い、本来の女性的

な力や働 きを限定 され、排除 されていったことは事実であ り(脇 田他,1987)、 それが女性の

心理に多大な影響をおよぼしてきたことは確かであろう。

3.お わ りに

本稿では、女性性の問題 を取 り上げているユング派の見解 をい くつか挙げ、その共通点 を

まとめてみた。それらの見解は、いずれ も現代の女性が本来の女性性を取 り戻 し、回復 させ

ることを指摘 していた。それは神話でい うとイナンナがエレシュキガルに象徴される性質を

統合する必要があることであったし、アマテラスがアメノウズメに引 き出されることであっ

た。ここで筆者が関心を寄せるところは、ここでとりあげたような女性性の問題がなぜ生じ
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ることになったのか という点である。本稿で取 り上げた著書の中では、薗節 に述べたように

父権性の社会からの影響が挙げられているが、筆者には女性が単に受容的 にこの影響を被 っ

ただけではないような気がする。む しろ男性原理 に対 して積極的、自律的に受動的な対応 を

することで、自らの女性性を遠 ざけて きたようにすら感 じられるのである。この点 について

は今後検討 していきたいが、その際それに関してHnlman,J.(1985)が 「正 しく離 されたも

のだけが充分に結びつけられる」 という錬金術師達の言明を引用 しているのは示唆的である。

女性性の問題は多 くの分野で取 り組まれてきたテーマであるが、捉 えようとすればするほど、

拡散 し、混沌 として くるというのが筆者の正直な感想である。これは 「女性原理 とい うもの

が、言語化 を嫌 う傾向を内包 している」 といった河合(1985)の 指摘のように、言語化 して

捉えることが難 しく、その言語化する、 またはしようとする時点ですでに女性性 をつかみ損

ねて しまうといったことがあるのか もしれない。女性の心理療法家であるSignell,K.A.

(1990)は 、「女性の叡知は伝統的で父権的な方法 一つま り言葉、客観性、コン トロール、意

識的な知識などによってのみ もたらされるのではなく、もっと微妙 な方法 によって もたらさ

れる(略)… 女性の知の基本的な源泉は、私たちの内なる感情やイメージか ら湧 き出る」

と考えて夢の分析 を行っている。ここで紹介 した3人 の心理療法家 も夢 を手がか りに女性性

を考えてお り、神話や昔話の象徴表現やイメージといったものも女性性 を考え、捉えてい く

のに重要な要因になると思われる。

また、女性達が社会の影響を受け、その社会が男性原理的な価値観であるとする考え方か

らすると、女性が自らの男性性 を育む源 となり最初に出会う男性 となる父親 との関係 も女性

性を考える上で重要な要因として考えられる。さらに日本社会は、アメリカよりも社会的に

男性優位であるように見えるが、心理的には母性 的傾向が強い、 という河合(1997)の 指摘

があるように、女性の女性性について考 えるときには日本文化の特質を十分 に考慮する必要

がある。これらの点 に関 してはこれ までに多面的な研究がなされてお り、今後はそれらを含

めてさらに考察 してい く必要がある。
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Recently,asthenecessityfbreducationofthe"mind"isbeingadvocated,atthesamedmeantic-

ipationtowardteachersandparentsareontherise.Thus,iti串thoughtthatthiscanreSultintakingon

thefb㎜ofsなessatce質aintimes.Inp飢icula■,whenmo血ersofthosechil(壮enwi血psychological

problemsareexposedtothissortofstress,theyaleoftenforcedtorefiectupontheirownwayofliv-

ingandtheirownf6mininity.Thisreportputsitsfbcuson.womenlivinginthissortofmodemsociety

whohavetodealwithsuchpsychologicalproblems.Here,anumberofviewscitedbythreeJungian

psychotherapistsconcemingthefbmin血ityexaminedbyusingdreamsandmythsaregiven,andthe

psychologicalproblemsofmodemwomenw㎞chhavesu曲ce曲ought㎞s肛esu㎜ 短zed.Whatis

co㎜o皿yrecognizedby出epsycho血erapistsisthe血ct血atmodemwomenhavelost血eircomec-

tionwiththeirinnerfbmininity.Notonlyhasthis艮ossofthefbmini皿itybeenregardedassomethingto

dowithdeathorimpurity,butaロhesamedmeassomethingholyorreligiousaswelLMoreover,it

hasalsobeenpointedoutthatthecharacteristicofthefemininitypossessedbymodemwomenis

deeplyrootedinthedevelopmentofas㏄ietywhereapatemalrightssystemisstrong.Basedonthis,

itisanticipatedthatnewaspectsconcemingthef6mininityofmodemwomenmaybesuggested.


